
三重保環研年報 第 号（通巻第 号）( )3 46 2001

資 料

2000年に三重県で発生した食中毒
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2000 5 1210 175 14.5%年に三重県で発生した食中毒は， 件あり喫食者数 名中 名(発症率 )であった．

原因物質の内訳は 件， 件( 件)，ノーウォークウVibrio parahaemolyticus Salmonella S2 sp. 1 .Enteritidis 1
イルス( ) 件で，すべて微生物によるものであった． による事例では，患者便NV 2 V.parahaemolyticus
から 産生性で血清型 が分離されたが，原因食品から同型菌を分離することはできなかっTDH O3:K6
た．

はじめに

2000 2,247年に全国で細菌性食中毒は 件発生し，患

者数は 名(死者 名)であった ． 年と比較43,307 4 199913)

し発生件数 患者数ともに増加した このうち， ． Salmonella
sp. 518 6,940による食中毒数は発生件数 件，患者数 名と

昨年同様発生件数は最も多かった．患者数では，

Staphylococcus aureusによる乳製品の事件があり，14,722
名と最も多かった． による食中毒が件Campylobacter sp.
数 件(患者数 名)と 位であり，以下，469 9,396 2
V.parahaemolyticus Escherichia coli， のEnteropathogenic
順であった．また，ノーウォークウイルス( )を原因NV
とするウイルス性食中毒が 件，患者数 名であ245 8,080
った ．そこで我々は 年に本県で発生した食

4 8 9 10) ) ) ) 2000
中毒の各事例について発生状況調査，原因物質調査等の

結果を解析したのでその概要を報告する．

材料と方法

１．食中毒発生概況

2000 年に三重県で発生した食中毒各事例毎に当該保
健所で調査した内容から，発生月日，発生場所，喫食者

数，患者数，患者の臨床所見，推定原因食品，原因施設

及び喫食場所等についてまとめた．

２．検査材料

患者ならびに原因施設の従業員から便を採取するとと

もに，施設のふき取り及び推定原因食品を収去し，これ

らから原因物質の検索を試みた．

３．細菌検査

保健所にて実施した細菌検査は，便及び推定原因食

品を滅菌生理食塩液で ％乳剤にし，その また10 0.1mL
は ～ 白金耳を目的とする菌種別の選択培地に接種1 2
し，所定の温度，時間，条件で培養した．また必要に応

じて ％乳剤の を増菌培養後，標的菌を分離培養10 1mL
した．分離菌は生化学的性状検査で種を決定後，血清型

別し，病原因子の遺伝子を Polymerase Chain Reaction
( 法)で検索した．また，必要に応じ生物型別，毒PCR
素 産 生 能 等 も 定 法 に 従 っ て 実 施 し た ．
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V.parahaemolyticus による事例が疑われた原因食の一部
については耐熱性溶血毒( )産生遺伝子( )及び耐TDH tdh
熱性溶血毒類似毒素( )産生遺伝子( )を 法にTRH PCRtrh
より検索した これらに使用したプライマーは． ，VPD1/2
VPS1/2 TaKaRa PCR tdh( )である． 法で が陽性となった

検体については， 寒天で が疑TCBS V.parahaemolyticus
われる白糖非分解菌を分離し，我妻変法培地で溶血性を

検査した ．
7)

４．ウイルス検査

電子顕微鏡( )検査は便を (－)で ％乳剤とEM PBS 10
し，これに トリクロロ・ トリフルオロエタ1,1,2 1,2,2
ンを等量加え，撹拌後 ℃， ， 分間冷却遠心4 3,000rpm 20
した．水層を ％( )のショ糖溶液に重層し， ℃，30 w/v 4
40,000rpm 90， 分超遠心後，沈査を数滴の蒸留水に再浮
遊したものを電顕用試料とした．これを ％燐タングス3
テン酸水溶液( )でネガティブ染色後 観察をしたpH7.0 ， ．



表１． 年食中毒発生概要2000
Ｎｏ． 発生場所 摂食者数 患者数 原因施設 摂食場所 原因食品 原因物質 血清型等
1 2月 26日 鳥羽市 151 29 飲食店 同左 会席料理 N V
2 ２月 ２６日 磯部町 131 36 旅館 同左 旅館食事 N V
～２７日

3 ８月 ５日 名張市 539 58 模擬店 公園 おでん S .E n ter it idis O9:g,m ,－
4 ８月 １８日 鳥羽市 2 2 家庭 同左 家庭料理 V .pa rah a em o ly t icu s O3:K6
5 ９月  ２日 美杉村 387 50 ホテル 同左 会席料理 V .pa rah a em o ly t icu s O3:K6
合計 5件 1210 175

発生月日

RT-PCR NV 10法による 検索は便の ％乳剤をトリフル

オロエタン処理したものを (ニッポンジーISOGEN-LS
ン)を用いて を抽出し， ら， らのRNA Jiang Hayashi 1st
： ， ： プライマー ，NV35'/36 2nd NV81/82SM82 Saitoh6 12) )

らの ： ， ， ： プライマ1st MR3/4 Yuri52F/R 2nd Yuri22F/R
ー (増幅サイズ： ， ， )を用いた

11) 470bp 470bp 373bp
RT-PCRを行った ．

2 6 11 12) ) ) )

結 果

１．2000年の三重県における食中毒発生概況

表 に示したように 年に三重県では， 件の食1 2000 5
中毒が発生し， 名の摂食者のうち 名が下痢な1210 175
どの症状を呈した．発症率は と昨年よりさらに低14.5%
い値であり， 件当たりの患者数も 名と比較的小規1 35
模な食中毒が多かった．

２．原因物質別発生状況

原 因 物 質 は ， 総 て 微 生 物 に よ る も の で ，

V.parahaemolyticus， によるものが共に 件発生し，NV 2
S.Enteritidis 1に よ る も の が 件 で あ っ た ．

V.parahae-molyticus を原因物質とする食中毒で，患者便
から， 産生性の血清型 が分離された．TDH O3:K6
３．原因物質別患者症状

表 に 原 因 物 質 別 患 者 症 状 を 示 し た ．2 V.
parahaemolyticus S食中毒では下痢，腹痛， 食.Enteritidis
中毒では下痢，腹痛，発熱が高い発顕率を示した．NV

表２．原因物質別患者症状

V .paraha em olyticu s S .E n te ritid is N V

患者数 発顕率 患者数 発顕率 患者数 発顕率
下痢 49 94 .2 56 96 .6 48 73 .8

(最高20回 ) (最高20回 ) (最高12回 )
腹痛 31 59 .6 31 53 .4 32 49 .2
嘔吐 13 25 .0 2 3 .4 39 60 .0

(最高6回 ) (最高1回 ) (最高10回 )
発熱 9 17 .3 32 55 .2 32 49 .2

(最高38.5℃ ) (最高40.6℃ ) (最高39.2℃ )
悪寒 11 21 .2 4 6 .9 25 38 .5
戦慄 2 3 .8 2 3 .4 1 1 .5
頭痛 8 15 .4 4 6 .9 10 15 .4
裏急後重 3 5 .8 2 3 .1
嘔気 13 25 .0 9 15 .5 41 63 .1
倦怠感 13 25 .0 16 27 .6 17 26 .2
脱力感 12 23 .1 14 24 .1 10 15 .4
眠症状 0 0 .0 0 0 .0 1 1 .5
臥床 9 17 .3 7 12 .1 12 18 .5
暖気 4 7 .7 5 7 .7

食中毒では下痢に加え嘔吐 嘔気も高い発顕率を示した， ．

細菌性食中毒では， 日当たり 回もの下痢を呈する1 20
患者がおり，発熱は 食中毒で ℃を示すS.Enteritidis 40.5
患者もあった．

考 察

2000 年に三重県で発生した食中毒は，昨年に続き件
数 患者数とも例年に比較して少ないものとなった， ．

4 5) )

しかし， ， による有症苦情は少なV.parahaemolyticus NV
からず発生しており，根本的に原因が解消されていると

は考えにくい．特に上野保健所管内では 年連続で3
S.Enteritidis 食中毒が発生 しており，早急に汚染源の4 5) )

特定と根絶，汚染を広げない，加熱などにより微生物を

死滅させるなどの予防法を消費者へ啓蒙することが必要

と思われる． 食中毒では，困難とさV.parahaemolyticus
れていた原因食品からの 産生株の分離は，検出法TDH
の改良により，検出例が増加してきたが，本年はいずれ

の食中毒でも直接的な原因食品，原材料が保存されてお

らず分離することができなかった．食品衛生法の改正に

より，従来食中毒発生時には検査対象とはされていなか

った微生物も視野にいれて，検査することが要求される

ようになり，検査態勢を充実することにより，より詳細

な微生物情報を得ることが可能となる．これらの情報を

有効に利用し，きめ細かな衛生指導を行い，食中毒予防

に一層の努力が必要と思われる．
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